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hreasurements on evapOtransPiratiOn and weather conditions in the TottOri
sand dunes during sunimer, 1972, indicated th2t under conditions of high air
temperature, strong lvind and large pressure deficit, evapotranspiration 私たas
generally great and changed remarkably with relatively constant net radia―
tion, and that daytime latent heat flux exceeded the difference between net
radiation and sOil heat llux resulting frOm advective heating. Downward
llux of sensible heat was verified by measurements  of the alr temperature
prOfile near the crOP surttace, indicating there was inversiOn of temperature
within the first 30 cm Of the croP surface. In order to 2void hOrizontal diver―
gence of water vapor and heat llux, it is cOnlmonly stated that the ratio of
measurement height tO fetch should be l : 100 0r less. Though the fetch was
10 to 30 m in our £ield, estimates Of evapotransPiration by thettenergy balance
method comparatively agreed 、vith ev Potranspiration as measured by a f10at_
ing lysimeter by locating the temperature and humidity sensOrs as close to














































結 果 と 考 察
1・ 観 測 結 果
集中観測により得られた熱収支項および蒸発散量と各
気象要素との関係を Fig。1ぉよび2に示す。ここで,
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S=αS。+β(Ts―Ts)      (1〕









値 S。 を用いてSを推定した。 この操作においては,


































Fig.4.Schematic representation of adiuStment o三








Fig。3.Relation between soil heat flux(9 and








lrrigated field in a sand dune
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Fig. 5。Air temperature and vapOr pressure prOfiles Of selected―days
of surnrner, 1972,
合計するのが望ましいが,各時間ごとの温・湿度プロフ  のであり,この誤差は温・湿度プロフィルの変化が大き
ィルには著しいバラツキがあり,:ときには どT/Zraの値  いときに著しいと考えられる。8月12日においては,後
が不定になることもあったので, ここでは,観測時間の  に示す別の観点による検討の結果を考慮に入れると,む
平均値を用いて温・湿度プロフィルを作成し, これによ  しろ20cmにおける温度測定誤差の可能性が強い。
って蒸発散量を算定した。 結果を Table lに示す。   つぎに,前年度における測定結果との比較を行なって
これによると,No.1,6, 8を除いて,算定値と実測値  みた。前年度の植生状態は草丈10Cn,葉面積指数 7.5で
はかなりよく一致するが, とくに, 8月12日(No.1)  ぁった。植被面直上部と50c14における温・湿度測定から
は算定値 の過大評価が著しい。8月12日および算定値  算定した蒸発散量は実測値に比べていずれも著しく刀ヽさ
と実測値がよく一致する8月19日(No.4)の温・湿度  い値を示した。前年度にぉぃては植被面上の温度分布の
プロフィルを Fig.5に示す。プロフィルの曲線は各測  詳細な測定を行なっていないので,デー タの裏づけはな
定値をなめらかにつなざ合せたものである。両者を比較  いが,植生状態は前年度の場合がより繁茂しており, こ
すると, 3月12日においては温度分布の変化が著しく,  の状態のもとでは,同一の気象条件によって蒸発面の温
とくに20cllの温度が低い。したがって,まず考えられる  度はより低く,最高温度の生じる高さもより低い位置に
ことは20cmにおける温度測定誤差である。つざに,ボー   なることが考えられる。最近のデータ*によれば,晴天
エン比の計算にあたっては,蒸発面の OT/0,の代りに  日における正午近くの温度プロフィルは,最高温度が植
最高および最低温度の生じる高さの ノT/力を用いてい  被面直上部から植被面上20cmの範囲で生じることを示し
ることによっても誤差が生じることも考えられる。そこ  てぃる。したがって,前年度においては50cmの高さでの
で,湿度プロフィルの高さ20cmにおいて接線をひくこと  温・湿度測定がより小さい蒸発散量の算定値をもたらし
によって得られた 07防と蒸発散量の実測値から逆算  たものと推測される。
したボーエン比とによって高さ20cmにおける OT/∂Zを   最後に,溶熱伝達量および顕熱伝達量を拡散型移動方
計算し, 温度プロフィルに記入した (Fig.5中の点  程式で表現する観点から検討を加えた。潜熱および顕熱
線)。 この操作は,温・湿度プロフィルにおける分布型  伝達量は一次元拡散型方程式を積分し,積分拡散係数を
をフリー ハンドで描いて作成したので厳密なものではな  風速uの関数とみなすことにより次式の形式で与えられ
いが,OT/秘(点線)の代りに 必T/ル(細い実線)を用  る。
いることによって誤差を生じる場合があることを示すも    Lβ=デ② (¢O―の            (4〕
*昭和48年8月における観測結果 (未発表)
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4=どの (To―T) (5〕




















Fig.6.Relations between LE and u(ec―e),and
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